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あ
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さ
つ
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定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

《
新
た
な
任
期
を
迎
え
て
》

《
新
た
な
任
期
を
迎
え
て
》

二
年
の
任
期
が
終
わ
り
、
新
た
に

皆
様
か
ら
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
理
事
長
の
任
に
当
た
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
皆
様
方
か

ら
の
信
任
に
対
し
ま
し
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類

に
変
更
さ
れ
、
そ
の
影
響
が
少
し
和

ら
い
だ
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
四
月

の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に

よ
る
企
業
の
七
〇
歳
ま
で
の
雇
用
の

努
力
義
務
化
、
本
年
十
月
の
イ
ン
ボ

イ
ス
の
導
入
や
、
来
年
秋
ま
で
に
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
（
特
定
受
託
事
業

者
｟
シ
ル
バ
ー
の
場
合
、
会
員
｠
へ

業
務
委
託
す
る
事
業
者
｟
シ
ル
バ
ー

の
場
合
、
セ
ン
タ
ー
｠
に
給
付
の
内

容
、
そ
の
他
の
事
項
の
明
示
を
義
務

付
け
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
法
律
）

が
公
布
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な

契
約
方
法
（
発
注
者
と
会
員
が
直
接

契
約
す
る
方
法
）
の
導
入
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

理
事
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
し
ま
し
て
、
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
会
員
皆
様
の
利
益

と
な
る
よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

特
に
、
本
年
十
月
に
実
施
を
控
え

て
お
り
ま
す
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は
皆
様
方
の

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
特
定
資
産

を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
・
会
員
・
事
務

局
が
一
体
と
な
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業

の
よ
り
一
層
の
充
実
・
強
化
に
努
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
厳
し
い
中

に
も
温
か
い
目
で
ご
指
導
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

去
る
六
月
七
日
㈬
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

（
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
令
和
五

年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
五
類
に
移
行
さ
れ
た
た

め
、
実
に
四
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
会
員
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
二
十
六
名
の
方

へ
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
台
博

美
会
員
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
に
入
り
、
江
藤
理
事
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に

貢
献
を
い
た
だ
き
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
会
員
へ
の
感
謝
と
今
後
の
ご
活
躍

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
事
務
局
に

課
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

組
織
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
こ
と
や
今
後
の
発
展
に
は
会

員
の
皆
様
の
ご
支
援
が
何
よ
り
大
事

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

理事長 

江 藤  　 郁
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つ

理
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定
時
総
会
開
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定
時
総
会
開
催

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

《
新
た
な
任
期
を
迎
え
て
》

《
新
た
な
任
期
を
迎
え
て
》

次
に
、
大
分
市
長 

足
立
信
也
様
、

大
分
市
議
会
議
長 

二
宮
博
様
、
大

分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
会
長 

江
藤
郁
様
か
ら
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
長
に
岡
田

博
行
さ
ん
（
鴛
野
班
）
を
選
任
し
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
：
令
和
四
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て（
案
）　

第
二
号
議

案
：
令
和
四
年
度
収
支
決
算
報
告

（
案
）
並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て　

第
三
号
議
案
：
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
（
案
）
の
各
議
案
に
つ
い
て
、　

事

務
局
長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
一
号
報
告
：
令
和
五
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て　

第
二
号
報

告
：
令
和
五
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て　

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
全
て
の
議
事
が
終
了
し
、
総

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
理
事
十
八
名
・
監
事

二
名
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
総
会
が
滞

り
な
く
進
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
の
ご
紹
介

理
事
長�

江
藤　
　
郁

副
理
事
長（
大
分
市
）�

三
好　
正
昭

常
務
理
事�

釘
宮　
祐
一

理
事（
大
分
市
）�

斉
藤　
修
造

理
事（
剪
定
部
会
代
表
）�深
草　
秀
昭

理
事（
草
刈
り
部
会
代
表
）

�

都
甲　
堅
治

理
事（
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
代
表
）

�
河
合
伊
津
子

理
事（
安
全・適
正
就
業
委
員
会
代
表
）

�

幸　
　
義
広

理
事（
一
地
区
代
表
）�

吉
村
正
太
郎

理
事（
二
地
区
代
表
）�

渡
邉　
邦
治

理
事（
三
地
区
代
表
）�

衛
藤　
　
光

理
事（
四
地
区
代
表
）�

渋
谷　
建
治

理
事（
五
地
区
代
表
）�

大
野　
憲
一

理
事（
六
地
区
代
表
）�

宮
園　
清
孝

理
事（
七
地
区
代
表
）�

渡
辺　
正
道

理
事（
互
助
会
代
表
）�

小
浦　
良
雄

理
事（
会
員
代
表
）�

髙
橋　
豊
文

理
事（
会
員
代
表
）�

白
石　
郁
子

監
事（
会
員
）�

薬
師
寺　
寿

監
事（
会
員
）�

仲
矢　
吉
徳
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❶
組
織
力
の
強
化

事
務
局
や
部
会
の
組
織
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
会
員
の
意
識
改
革
、

地
域
班
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
各
種
研
修
の
実
施

・
業
務
の
効
率
化
の
追
求

・
地
区
班
長
会
、地
域
班
会
議
の
実
施

・
新
た
な
部
会
の
設
立
の
検
討 

な
ど

❷
財
政
基
盤
の
確
立

広
報
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

就
業
開
拓
員
に
よ
る
営
業
活
動
を
強

化
し
ま
す
。

・
地
元
紙
や
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
よ

る
広
報

・
事
業
所
等
へ
の
営
業
活
動
の
強
化

と
派
遣
契
約
へ
の
積
極
的
な
移
行

の
推
進

・
Ｐ
Ｒ
拠
点
や
交
流
拠
点
機
能
の
設
置

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携  

な
ど

❸
安
心
安
全
な
就
業
環
境
の
確
立

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
や
部
会

で
の
安
全
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
安
全
標
語
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例

の
募
集
と
会
員
へ
の
周
知

・
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
毎
月
発
行
と
安

全
意
識
の
高
揚

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
安
全
研
修
の

実
施

・
交
通
事
故
の
防
止
と
安
全
運
転
研

修
の
実
施  

な
ど

❹
会
員
の
増
強

理
事
や
会
員
に
よ
る
会
員
登
録
の

呼
び
か
け
の
実
施
、
入
会
説
明
会
や

広
告
宣
伝
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・「
一
会
員
一
名
増
強
運
動
」の
展
開

・
入
会
説
明
会
を
セ
ン
タ
ー
及
び
各

地
区
公
民
館
の
ほ
か
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催

・
新
聞
折
り
込
み
や
地
元
新
聞
広
告

の
実
施

・
女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
教
室
の
開

催
に
よ
る
入
会
促
進

・
電
話
で
の
就
業
斡
旋
や
求
人
情
報

の
随
時
提
供
、
相
談
窓
口
の
充
実

に
よ
る
退
会
者
抑
止  

な
ど

❺
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

事
務
局
や
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
、
事
務
手
続
き
の
効
率
化
を

図
り
ま
す
。

・
入
会
説
明
会
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

・
ス
マ
ホ
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

実
施
の
検
討  

な
ど

定
時
総
会
の
決
定
を
受
け
、
令
和

五
年
度
の
重
点
目
標
は
、
組
織
力
の

強
化
、
財
政
基
盤
の
確
立
、
安
心
安

全
な
就
業
環
境
の
確
立
強
化
、
会
員

の
増
強
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し

て
い
ま
す
。

《
目
標
数
値
》

主
な
目
標
数
値
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

業
務
の
執
行
を
決
定
す
る
理
事
の

役
割
分
担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
務
部
会

規
定
・
規
則
・
要
綱
に
関
す
る
こ

と
外
を
協
議

三
好
　
正
昭	
釘
宮
　
祐
一

吉
村
正
太
郎	

渋
谷
　
建
治

宮
園
　
清
孝	

小
浦
　
良
雄

●
事
業
部
会

植
木
剪
定
部
会
等
の
部
会
に
関
す

る
こ
と
外
を
協
議

深
草
　
秀
昭	

都
甲
　
堅
治

幸
　
　
義
広	

渡
邉
　
邦
治

衛
藤
　
　
光	

髙
橋
　
豊
文

●
福
祉
部
会

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
こ
と
外
を
協
議

斉
藤
　
修
造	

河
合
伊
津
子

大
野
　
憲
一	

渡
辺
　
正
道

白
石
　
郁
子

目標数値 ５月末の実績

会 員 数 1,750人 1,659人

受 注 件 数 9,850件 2,443件

契約金額�（請負・委任） 483,000千円 65,928千円

契約金額�（派  　　遣） 289,000千円 45,145千円

事 故 件 数 10件以内 4件
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理
事
専
門
部
会
の
ご
紹
介

理
事
専
門
部
会
の
ご
紹
介



おめでとうございますおめでとうございます

安
全
・
適
正

　
　就
業
に
向
け
て

安
全
・
適
正

　
　就
業
に
向
け
て

働
く
仲
間

働
く
仲
間

働
く
仲
間

働
く
仲
間

令和４年度業種別事故件数過去３年間の事故発生件数推移
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３
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３
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３

通勤時
２

通勤時
２

運転
（車物損）

５

運転
（車物損）

５家事援助
２

草刈
６
草刈
６

剪定
３
剪定
３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
事
故
を
ど
の
よ
う
に
し
て

防
ぐ
か
、
あ
な
た
自
身
の
問
題
と
し

て
是
非
お
考
え
下
さ
い
。

昨
年
は
二
十
四
件
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

近
年
シ
ル
バ
ー
の
業
務
が
多
様
化

し
、
会
員
の
皆
様
に
は
様
々
な
お
仕

事
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
比
例
し
て
い
ろ
い
ろ

な
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
言
い

か
え
れ
ば
業
態
を
問
わ
ず
リ
ス
ク
は

増
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

事
故
は
油
断
（
う
っ
か
り
、
ぼ

ん
や
り
）、
過
信
（
大
丈
夫
、
も
う

少
し
だ
か
ら
）、
安
全
用
具
不
使
用
、

マ
ン
ネ
リ
化
、
慣
れ
な
ど
で
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
事
故
で

多
い
の
は
転
倒（
つ
ま
ず
き
、
滑
り
）、

転
落
、
ハ
チ
刺
さ
れ
、
交
通
事
故
、

無
理
な
動
作
、
落
下
、
熱
中
症
、
飛

散
物
で
損
壊
、
器
具
用
具
接
触
に
よ

る
損
壊
、
倒
す
・
ぶ
つ
け
る
こ
と
の

損
壊
、
落
下
さ
せ
て
損
壊
、
運
搬
・

搬
出
中
の
損
壊
な
ど
で
す
。

表
彰
者
の
ご
紹
介�

（
順
不
同
）

【
役
員
表
彰
者
】

理
事
・
監
事
を
六
年
以
上
勤
め
退
任

さ
れ
た
方

台
　
博
美
　（
寒
田
Ｂ
班
）�理

事
十
四
年

宮
崎
英
子
　（
賀
来
Ｃ
班
）�理

事
十
二
年

大
﨑
和
吉
　（
横
瀬
西
班
）�監
事
十
年

三
重
野
勝
　（
城
南
班
）�

理
事
八
年

【
在
籍
十
五
年
会
員
】

河
野
孝
之
　（
明
治
Ａ
班
）

河
村
純
子
　（
三
佐
Ａ
班
）

首
藤
満
男
　（
城
南
班
）

阿
南
房
江
　（
野
津
原
班
）

古
長
　
満
　（
南
大
分
Ａ
班
）

薬
師
寺
則
夫（
田
尻
Ａ
班
）

大
池
律
子
　（
中
島
Ｂ
班
）

岡
田
泰
治
　（
東
稙
田
Ａ
班
）

雨
辺
俊
夫
　（
東
稙
田
Ａ
班
）

佐
藤
利
夫
　（
川
添
Ａ
班
）

加
藤
忠
義
　（
大
在
Ｃ
班
）

西
イ
セ
ノ
　（
鴛
野
班
）

西
尾
政
義
　（
小
佐
井
班
）

二
宮
房
子
　（
金
池
Ａ
班
）

津
田
満
昭
　（
津
留
班
）

大
塚
宣
崇
　（
明
野
Ａ
班
）

井
上
和
男
　（
寒
田
Ａ
班
）

冨
高
鈴
子
　（
城
南
班
）

指
原
　
敦
　（
丹
生
班
）

【
地
域
班
長
歴
任
六
年
以
上
】

令
和
四
年
四
月
一
日
〜
令
和
五
年
三

月
三
十
一
日
の
間
に
退
任
さ
れ
た
班

長
の
内
、
六
年
以
上
勤
め
ら
れ
た
方

渋
谷
建
治　
（
東
稙
田
Ａ
班
）�

九
年

深
草
秀
昭　
（
西
の
台
Ｂ
班
）�

八
年

佐
藤
隆
男　
（
舞
鶴
Ｂ
班
）�

七
年
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互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

で

会
長
　
小
浦
　
良
雄

約
三
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
ト
ン
ネ
ル

の
出
口
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
ま
し

た
。会

員
の
皆
様
の
う
っ
憤
を
晴
ら
す

が
ご
と
く
、
本
年
度
は
、
バ
ス
旅
行

を
は
じ
め
、
各
種
の
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選
が
あ

り
、
新
た
な
役
員
一
同
、
一
致
団
結

し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。新

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
浦 

　
良
雄	

一
万
田 

精
次

吉
村 

正
太
郎	

岩
田 

　
和
徳

木
下 

　
和
子	

柴
尾 

　
照
夫

前
嶋 

サ
チ
ミ	

山
口 

　
順
子

木
下 

　
友
介	

山
村 

　
光
子

徳
丸
　
　 

修	

粟
田 

美
智
子

──  

表
彰
を
受
け
て

表
彰
を
受
け
て  

──  

十
五
年
の
歩
み

四
十
年
の
現
役
を
引
退
し
て
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
と
な
り

十
五
年
、
久
し
ぶ
り
に
人
前
で
の
表

彰
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
長
い
よ

う
で
短
か
っ
た
十
五
年
だ
っ
た
か
な

ー
と
思
い
ま
す
。
日
吉
原
体
育
館
の

管
理
人
八
年
、
警
備
保
障
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
最

初
の
管
理
人
を
務
め
、
戸
締
り
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

次
に
或
る
会
社
で
シ
ル
バ
ー
派
遣

社
員
と
し
て
一
・
五
年
ほ
ど
就
業
し

ま
し
た
。
冬
は
寒
く
、
夏
は
暑
く
高

齢
者
に
は
過
酷
な
現
場
環
境
で
二
年

目
の
夏
は
、
目
ま
い
、
ふ
ら
つ
く
事

が
あ
り
、
体
力
的
に
ム
リ
と
思
い
担

当
者
に
相
談
し
辞
退
を
し
ま
し
た
。

半
年
間
程
な
に
も
就
業
し
て
い
な
く
、

新
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
会
員
の
退
会

も
考
え
て
い
た
矢
先
、
当
時
地
区
班

長
を
し
て
い
た
会
員
か
ら
「
ま
だ
遊

ぶ
の
は
早
い
！
」
と
公
民
館
の
管
理

人
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
、
今
に
至
り

五
年
す
ぎ
ま
し
た
。

以
前
終
労
も
考
え
た
出
来
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
良
き
知
人
に
恵
ま
れ

感
謝
、
感
謝
、
で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も
緩
和
さ
れ
、

公
民
館
は
、利
用
者
も
多
く
な
り
、子

供
か
ら
高
齢
者
と
幅
広
い
年
代
に
利

用
さ
れ
、い
ろ
ん
な
方
と
接
し
ま
す
。

市
民
と
の
会
話
、
子
供
た
ち
と
接

し
、
元
気
を
も
ら
い
若
返
っ
た
気
が

し
ま
す
。
現
役
時
代
に
比
べ
三
〜
四

割
の
就
労
で
す
が
決
ま
っ
た
仕
事
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
会
話
す
る
こ
と
で
、

ボ
ケ
防
止
、
認
知
症
の
予
防
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
十
五
年
表
彰
を
期
に

色
々
思
い
出
し
、
よ
く
頑
張
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
体
の
動

く
限
り
頑
張
ろ
う
と
思
う
次
第
で
す
。

十
五
年
表
彰
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

十
五
年
表
彰
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

河
村
　
純
子
　
　

　
（
三
佐
Ａ
班
）

Ｑ
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
お
父
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー
で
草
刈
り

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
お
父
さ

ん
一
人
で
仕
事
を
す
る
の
が
大
変

だ
な
ー
と
思
い
、
お
手
伝
い
を
す

る
た
め
入
会
を
決
め
ま
し
た
。
シ

ル
バ
ー
で
は
草
取
り
の
ほ
か
、
家

事
援
助
な
ど
の
仕
事
も
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
発
注
者
か
ら「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
言
葉
が
う
れ
し

い
で
す
。
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
友

達
が
出
来
ま
し
た
。
友
達
と
話
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

Ｑ
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
高
齢
化
に
伴
っ
て
一
緒
に
草
取
り

が
で
き
る
友
達
が
減
っ
て
い
っ
て

い
る
の
が
さ
み
し
い
で
す
が
、
シ

ル
バ
ー
で
知
り
あ
っ
た
友
達
と
一

緒
に
仕
事
が
で
き
て
楽
し
く
す
ご

し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
草
取
り
が

で
き
る
人
が
増
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

西尾　政義
（小佐井班）
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津森 真由実

庶務課
庶務班

令和５年５月着任

甲斐 博美

業務課
派遣班

令和５年６月着任

伊東 満里

庶務課
庶務班

令和５年４月着任

手提げ
宮田  満寿子さん （東大分Ｃ班）

陶　　芸
岩田  定子さん （金池Ｃ班）

イラスト「天使」
猪立山  博さん （鴛野班）

「
大
観
」を  
語
る
新
緑
の  

美
術
館

澪
を
引
き  

沖
ゆ
く
船
に  夏

雲
立
つ

  古
希
の
妻
を  

労
う
た
め
の  

薔
薇
の
風
呂

イ
ニ
シ
ャ
ル
は  

妻
の
刺
繍
の  

夏
帽
子

生
野  

義
晴
さ
ん
（
川
添
Ｂ
班
）

趣
味
の
広
場

趣
味
の
広
場

新
人
職
員
紹
介

新
人
職
員
紹
介

池田  弘文さん（荷揚・長浜班）

互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

で

〈
退
職
の
お
知
ら
せ
〉

事
務
局
次
長

田
部 

信
雄�

（
令
和
五
年
六
月
末
付
）

業
務
課  

剪
定
・
草
刈
班

志
賀 

竜
洋�

（
令
和
五
年
四
月
末
付
）

庶
務
班

日
隈 

洋
子�

（
令
和
五
年
一
月
末
付
）

宗　

 

聡
美�

（
令
和
五
年
二
月
末
付
）
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祐
一
・
森
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　村
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　剛
・
那
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美
保

編

　集

　後

　記

ホームページのご案内

事
務
局
通
信

事
務
局
通
信

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

理事会

組  織  図組  織  図

事務局

総務課業務課

庶
務
班

シ
ス
テ
ム・広
報
班

剪
定
・
草
刈
班

派
遣
班

継
続
・
家
事
援
助
班

事
務
局
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

セ
ン
タ
ー
事
務
局
は
、
前
年
度
ま

で
事
務
局
長
の
も
と
、
庶
務
、
業
務
、

剪
定
・
草
刈
、
福
祉
・
家
事
援
助
の

四
つ
の
班
で
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
総
務
課
、
業
務

課
の
二
課
制
に
改
編
し
、
総
務
課
に

庶
務
班
、
シ
ス
テ
ム
・
広
報
班
を
、

業
務
課
に
剪
定
・
草
刈
班
、
派
遣
班
、

継
続
・
家
事
援
助
班
を
配
置
し
て
業

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
務
課
で
は
、
総
会
、
理
事
会
、

地
域
班
や
安
全
適
正
就
業
、
安
全
衛

生
対
策
、
会
員
の
研
修
、
入
・
退
会

に
関
す
る
こ
と
及
び
会
員
拡
大
の
た

め
の
普
及
啓
発
、
広
報
や
業
務
シ
ス

テ
ム
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を

担
当
し
、
業
務
課
で
は
、
剪
定
・
草

刈
り
、
家
事
援
助
、
そ
の
他
の
単
発
・

継
続
業
務
や
派
遣
事
業
な
ど
会
員
の

皆
様
の
就
業
支
援
に
関
す
る
こ
と
を

担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
分
散

化
、
事
務
決
裁
の
迅
速
化
を
図
る
と

と
も
に
、
伸
長
著
し
い
派
遣
業
務
の

拡
充
や
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
「
我
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
配
布
事
業
」
で
は
今
ま
で
行
く
機
会
が
な

か
っ
た
東
院
や
木
佐
上
な
ど
に
行
き
、
大

分
市
の
広
さ
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
さ
ん
と
話
す
機
会
が
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
業

で
い
ろ
ん
な
方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
新
年
度
を
迎
え
、
事
務
局
は
組
織

変
更
が
あ
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事
を

始
め
て
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
今
年
も
や
っ
て
く
る
暑
い
夏
に
向
け
て

体
調
に
気
を
付
け
て
就
業
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

課
税
事
業
者
は
、
取
引
先
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
（
売
手
が
買
手
へ
正
確
な

適
用
税
率
や
消
費
税
額
等
を
伝
え
る

請
求
書
で
、
適
格
請
求
書
と
も
言
い

ま
す
。）
を
発
行
し
て
も
ら
え
な
い

と
、
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
い
と

い
う
制
度
で
、
令
和
元
年
十
月
か
ら

複
数
税
率
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
五
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

【
影
　
響
】　
配
分
金
に
は
消
費
税
が

含
ま
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
全

て
の
取
引
で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
令
和
五
年
十

月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施

後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
多
く
は
、
年
間
課
税
売
上
高
が

一
千
万
円
以
下
の
た
め
、
免
税
事
業

者
で
あ
り
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
と

な
ら
な
い
場
合
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員

は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
な
い
の

で
、
セ
ン
タ
ー
は
仕
入
税
額
控
除
が

で
き
ず
、
消
費
税
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

【
対
　
応
】　
令
和
五
年
度
に
つ
い
て

は
会
員
の
負
担
は
な
く
、
特
定
資
産

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
な
お
、

来
年
度
の
取
扱
い
は
今
後
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

第22号 道　　　　標 令和５年7月25日 （ 8 ）


